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参考資料２ 

糖尿病患者は 1,000 万人を超え、増

大し続けている。糖尿病治療には服

薬・注射だけでなく、日常生活にお

ける糖尿病療養が必要だが、治療目

標値達成率は 6割程度とされる。 

 

（研究目的） 

本研究は、日常生活における糖尿病

療養を必要とする糖尿病患者向け

に、IoT 技術を用いた自己管理のた

め の 種 々 の 機 器 お よ び EHR

（Electronic Health Record）の情

報 を 統 合 し て 可 視 化 す る

PHR(Personal Health Record)に、ス

マートスピーカーによる行動変容支

援情報をアウトプットする個別化糖

尿病自己管理支援システムを開発す

る。本システムを活用した糖尿病療

養を行うことで、年齢や ICT リテラ

シーにかかわらず幅広く多くの糖尿

病患者の糖代謝管理及び体重の改善

につなげ、糖尿病合併症の予防を達

成することで本人の QOL 向上、医療

費の削減につなげられるものと考え

る。 


